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研究成果の概要（和文）：　地図学習で地図を読む枠組みとなる方法概念を形成し、空間認識の枠組みを作るこ
とを実現するためには、視点が果たす役割を意識することと、からだと結びつきをもたせた指導が不可欠であ
る。
　この理論をふまえて小学校第４学年を対象とする地図学習単元「めざせ！地図マスター」の開発・実践を行
い、評価問題の結果分析を行った結果、地図を読む枠組みとなる方法概念の形成を明確に意図して空間認識の枠
組みを作る地図学習が、子どもが地図の約束事を理解すること可能にするだけでなく、いわゆる「地図を読む技
能」も併せて育成できることとともに、地図に対する子どもの興味・関心を高めることにもつながることが明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：To instill methoodological concepts that form the framework for reading 
maps, it is very important for children to study with consciousness of viewpoint and to study 
linking their body.Making and praction lesson models of map study for 4th grade elementary school 
students,indispensable of these points of attention are proved.In addition to this,map study to 
construction the scheme of space recognition make children understanding rules for expression method
 of maps and arouse children's interest in maps.

研究分野： 社会科教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  社会科学習では様々な種類の資料が用い
られるが、なかでも地図は重要なものと位置
付けられている。平成 20 年版小学校学習指
導要領［社会］では、小学校社会科の各学年
の目標の中の「能力に関する目標」において、
諸資料の中でも特に地図を明示した形で、全
ての学年で効果的に資料を活用する力を育
てることが示されている１）。また、授業で用
いられる資料の種類の観点から見ても、表や
グラフなどは理科や算数といった社会科以
外の教科学習でも多く取り扱われるのに対
して、地図が取り扱われる機会は社会科が圧
倒的に多い。この点からも、社会科学習にお
ける資料として地図の重要性を指摘できる。 
 しかし、国立教育政策研究所が実施した調
査では、小・中学校ともに、地図や地球儀上
で位置関係をとらえる技能、地図から情報を
読み取る技能に課題があると報告されてい
る２）。これまでの地図学習に関する研究や実
践開発の蓄積にもかかわらず課題が解決さ
れないまま現在に至っている背景には、地図
に関する学習を「技能の育成」としてのみ捉
え、概念形成の視点から考えられてこなかっ
たことがあると考えられる。 
地図から情報を読み取り活用する力を育

成するためには、技能の育成として地図学習
を捉える従来の見方を転換し、小学校段階を
中心とする地図を直接の対象とする学習（以
下「地図学習」）において、この方法概念で
ある地図を読む枠組みを形成する必要があ
る。この枠組みに位置付けながら習得するこ
とによって、子どもは地図の約束事の意味や
必要性が理解でき、それにより、実際に地図
を読む際に約束事の知識を使うことができ
るようになる。つまり、地図を読む枠組みを
方法概念として形成することにより、子ども
が地図を読み活用する技能の基盤が作られ
るのである。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、小学校地図学習の現状と
課題を明らかにするとともに、これまで筆者
が行ってきた地図を読む枠組みに関する研
究成果３）をふまえ、概念形成の視点に立って
地図を読み空間を把握して認識する枠組み
を形成するための地図学習を実現するため
に授業を改善する理論を構築し、理論を組み
込んだ授業モデルを開発することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために、以下の方
法によって研究を行った。 
 ① 小学校における地図学習に対する教

員の意識と地図学習の現状を明らかに
するために、研究協力校の教員へのアン
ケートやインタビュー調査を行う。 

 ② 我が国の地図学習の現状と課題を明
らかにするために、方法概念の形成を意
図したイギリスの地図教科書 Mapstart

シリーズと我が国の小学校社会科教科
書を比較するとともに、地図学習に関す
る先行研究・先行実践や教員の意識調査
結果を分析する。 

 ③ 概念形成の視点から地図学習を改善
するための理論を構築するために、認知
科学をはじめとする先行研究をふまえ、
認識形成の視点から方法概念として地
図を読む枠組みを形成するための方途
を考察する。また、構築した理論の有効
性を明らかにするために、理論をふまえ
た小学校地図学習の授業モデルを開発
し、研究協力校で実践を行った上で、評
価問題の分析を行う。 

 
４．研究成果 
(1)地図学習に対する教員の意識と地図学習

の現状 
①アンケート調査結果より 
研究協力校で実施したアンケートの結果

からは、地域を実際に歩き、調べたことを地
図に表現して体験的に地図学習を進める第
３学年と、身近な地域や市の地図は用いるも
のの、地図に示された情報を読み取りながら
抽象的に地図学習を進めていく第４学年と
いう、学年ごとの地図学習の傾向が見られた。 
  また、地図を活用する力を付けることを目
的とした取組として、多くの教員が「地名探
し」と回答した。地図を活用するにあたって
前提となる、「地図に親しみをもつ」あるい
は「地図を積極的に使おうとする」子どもを
育てるという観点から見れば、毎回の授業の
最初に短時間でゲーム的に行える要素があ
る地名探しには、一定の効果があると考えら
れる。しかし、地図を活用する力の育成にど
れだけ有効であるかについては、疑問が残る。 
  さらに、地図学習以外の単元での資料とし
ての地図の活用については、「教科書に資料
として地図が掲載されている単元の場合に
は資料として地図を活用するが、掲載されて
いない場合は活用しないことが多い」という
回答が、「教科書に資料として地図が掲載さ
れているか否かに関わらず、どの単元の授業
でもできるだけ資料として地図を活用する
機会をもつようにしている」という回答を上
回った。これまでの研究経験から意識的に地
図の活用を進めようとする教員が多いと考
えられる研究協力校であってもこのような
結果であるならば、一般的な小学校ではその
傾向はもっと強まると考えられる。また、こ
の結果からは、教員が授業を構想するにあた
って、教科書が強い影響力を持っていること
もうかがえる。 
 
②インタビュー調査より 
研究協力校の第４学年で縮尺と等高線を

指導する授業を行ったＡ先生と、第３学年で
方位を指導する授業を行ったＢ先生へのイ
ンタビューを行い、これまでの地図学習の経
験や単元開発の意図、授業を終えての印象な



どについて聞き取り調査を行った。 
 Ａ先生は、これまで行ってきた教科書に書
かれていることをそのまま教える地図学習
が、ただ「問題の解き方」を教えるだけの授
業になっていたことへの気付きをふまえ、体
験と結びつけて理解しやすくするために子
どもが知っている場所を題材として地図学
習を行うことと、縮尺や等高線などの約束事
があることの意味を理解できるようにする
ことに関して、その重要性を繰り返し語って
いる。この二つの点は、いずれも子どもの「納
得をともなう理解」の実現につながる要素で
あり、概念形成の視点からの地図学習の改善
を目指す筆者の問題意識とも一致するもの
であった。 
Ｂ先生の回答からは、方位を用いることの

意義とともに、絶対的指示枠であると同時に、
位置関係を表す際には相対的な用い方をさ
れるという方位がもつ二つの側面を押さえ
ることを意図していたことがわかる。この点
は、直観的なものであったとしても、空間を
把握する枠組みとしての方位の理解におい
て必要な要素を、Ｂ先生が意識していたこと
を示している。また、地図を見ながら方位を
用いて位置関係を表す活動に時間をかけて
いることにより、技能面の習熟を図ることも
意識されている。さらに、インタビューの中
では、方位を具体的に把握させる手立てとし
て方位磁針の有効性が語られている。 
 インタビュー調査からは、二人の先生方が
共に、単に技能を身に付けさせる以上のこと
を意識しながら地図学習の授業を行ってい
たこと、しかしそのための具体的な指導のあ
り方については明確に確立できていないこ
とが明らかになった。 
 
(2) 先行研究・先行実践や教員の意識調査結

果の分析に基づく我が国の地図学習の
現状と課題 

方法概念の形成を意図したイギリスの地
図教科書 Mapstart シリーズにおける縮尺・
等高線・方位の各約束事に関する指導の特徴
を明らかにした上で、地図学習の先行研究・
先行実践や我が国の小学校社会科教科書、教
員の意識調査における各約束事に関する回
答の結果の分析を行った結果、次のような我
が国の地図学習の現状と課題が明らかにな
った。 
①縮尺指導について 
Mapstart シリーズでの縮尺の学習は、KS2

（７～11 歳）を対象とする Mapstart２にお
いて初めて取扱われ、縮尺の変化と総描との
関係を丁寧に学習することを通して、地図学
的スケールの理解とそれに基づく距離の把
握だけでなく、方法論的スケールを理解する
ための基盤づくりが行われている。 
一方、我が国の縮尺指導では、広く一般的

に行われている「記号から記号への操作を通
して教える指導」の難しさの克服を目指し、
実際に歩く経験を通して体験的に縮尺を学

ぶ先行実践（渋谷忠男４）や河崎かよ子５））が
見られるものの、縮尺の意味や必要性につい
て考えることや、地図を読む枠組みとしての
スケール認識を形成することは不十分な状
況にある。 
また、我が国の教科書における縮尺指導は、

定義を入り口として縮尺を学ぶため子ども
にとって難しく興味ももちにくい学習内容
になっていることや、縮尺の学習を通したス
ケール認識の形成が図られていないこと、な
かでも方法論的スケールの形成が困難な内
容構成になっていることが、課題として明ら
かになった。 
さらに研究協力校で実施した意識調査の

縮尺指導に関する回答からは、教科書が大き
な影響力をもっているために教科書がもつ
課題を反映した指導になりやすい傾向や、教
員によって指導内容にばらつきが見られ、経
験年数よりも地図学習に対する教員個人の
意識の違いが指導にも影響を及ぼしている
傾向が見られた。 
 
②等高線指導について 
Mapstart シリーズでの等高線の学習は、

KS2 から KS3（11～14 歳）を対象とする
Mapstart３で初めて取扱われる。等高線とは
平面上に地形を表現する工夫である、という
点の理解に重点をおいた内容構成になって
おり、高さと傾斜と地形を表現することがで
きる優れた表現方法として等高線が位置付
けられている。このことから、Mapstartシリ
ーズでは、等高線を用いる意味や良さを理解
することを重視している。 
一方、我が国の等高線指導は、縮尺指導に

比べると実践の蓄積が進んでいるものの、先
行実践はいずれも定義に関する学習を中心
に構成されているため、子どもが等高線とい
う約束事が存在する必要性を感じにくいこ
とが課題として指摘できる。また、等高線指
導では、一度子どもが身に付けた真上からの
視点を水平方向から地表を眺める視点へと
転換することが必要になる。しかし、先行実
践で行われているのは、平面図と断面図とい
う記号間での視点の操作であり、これは小学
校中学年の子どもが実際の地表の様子を意
識するには、非常に高度なものである点も課
題である。 
また、我が国の教科書における等高線の取

扱いは、縮尺と同様、学習の入り口が抽象的
な内容である等高線の定義であり、また、定
義が文章で示されているだけの取扱い方で
あることから、子どもにとっては理解が難し
く興味ももちにくいこと、定義を学ぶ一方で、
学習内容として平面上に地形を表現するた
めの工夫であることが取扱われていないた
め、子どもにとって、地図の約束事として等
高線があることの意味を見出しにくいもの
になっていること、等高線の間隔と傾斜の関
係については丁寧に解説されている一方で、
等高線を用いた読み取りでは高さだけが扱



われているため、子どもにとっては何のため
に等高線の間隔と傾斜の関係を学習したの
かが見えにくいと考えられること、縮尺以上
に視点を意識した内容構成になっていない
ことなどが課題として明らかになった。 
さらに、研究協力校で実施した意識調査の

等高線指導に関する回答からは、経験年数よ
りも地図学習に対する教員個人の意識の違
いが指導にも影響を及ぼしている傾向が見
られた一方で、教科書の影響は縮尺指導ほど
強くない傾向がうかがえた。 
 
③方位指導について 
Mapstartシリーズでは、まず相対的参照枠

を使いこなせるようにしながら水平方向の
空間軸を形成し、自分自身や地図中の具体的
な事物を中心として空間を捉えたり表現し
たりできるようになった上で、絶対的参照枠
として方位を学習する段階へと至るように
配慮されている。しかし、絶対的参照枠を用
いることの意味が学習内容として取り扱わ
れていない点は、課題として指摘できる。た
だし、方位を用いた位置の読み取りや表現に
ついては、方位指導の小単元の多くで様々な
パターンの学習課題が設定され、絶対的参照
枠として方位が使いこなせるように工夫さ
れている。 
一方、我が国の方位指導の先行研究や先行

実践は、公にされているものは社会科よりも
理科のものが圧倒的に多く、そこでは、子ど
もの方位概念の理解や定着に問題があるこ
とが指摘されている。しかし、第３学年の学
習内容として方位が取り扱われるタイミン
グを考えても、理科，社会科という教科の枠
組みにとらわれることなく、子どもにとって
必要な力を付けていくという観点に立ち社
会科の中で方位認識を形成し、理科学習で生
かしていくことによって、空間を把握する枠
組みとして方位認識をより確かなものに成
長させていけることが期待できる。 
また、我が国の教科書では、Mapstartシリ

ーズに比べて方位を丁寧に指導していると
いう特徴があり、これは方位が学習指導要領
において学習内容として取り扱うことが明
示されていることが影響していると考えら
れる。また、Mapstartシリーズで取り扱われ
ていなかった方位磁針の見方が、ほとんどの
教科書で取り扱われているのは、方位が実際
に町を歩く活動を行う「身近な地域」の単元
の学習内容として位置付けられていること
と関連すると思われる。さらに、我が国では、
太陽や身体部位と関連付けて方位を説明し
ている教科書が多くみられることは、子ども
にとっては抽象的でなじみの薄い絶対的参
照枠を理解させる工夫として評価できる。 
しかし、様々なパターンの学習課題が設定

され、絶対的参照枠が使いこなせるように工
夫されている Mapstartシリーズに比べると、
我が国の教科書では、方位を用いて地図上で
位置関係を読み取ったり言い表したりする

機会は、紙面上にほとんど設定されていない。
そのため、子どもが絶対的参照枠として方位
を用いることに習熟できるかは、授業者であ
る教師に委ねられている面がある。 
さらに、研究協力校で実施した意識調査の

方位指導に関する回答からは、教員による指
導内容のばらつきがそれほど大きく見られ
ないことや、教科書よりも教員個人の意識が
学習内容の選択に影響を及ぼしていると考
えられることが傾向としてうかがえた。 
 
(3) 方法概念の形成を意図して小学校地図

学習を改善する理論の構築と授業モデ
ルの開発 

①スケール認識形成を意図した授業改善の
方途 

  地図を読む枠組みを方法概念として形成
するためには、「地図とはどのように地表を
表現しているものか」を理解することが必要
であり、「地図の見方」がわかっていること
によって様々な約束事に関する知識を使っ
て「地図を読む」ことが可能になる。したが
って、地図を読む枠組みとなる方法概念の形
成を行う地図学習を実現するには、「わかる」
ということ、すなわち人間の認識形成の観点
から考える必要がある。 
 また、地図とは空間に関する情報を表現し
他者に伝達するメディアであり、地図を読む
こととは、示された情報に基づいて地図上に
表現されている空間を捉えて認識すること
でもある。地図を読む枠組みを形成すること
は、空間認識の枠組みの形成につながること
からも、認識形成の視点から地図学習を考え
ていくことは重要である。 
 スケール認識の形成を図るには、視点の位
置と移動の両方が重要な要素となる。なぜな
ら、スケール認識を構成する概念の一つであ
る方法論的スケールは、その決定にあたって
垂直方向の空間軸上においてミクロからマ
クロまで視点を移動させながら空間認識を
行うことが必要だからである。 
知覚や認知に関する先行研究では、認識の

成立におけるからだの動きが重要であり、か
らだが認識の起点として働いていることが
明らかになっている。このことは空間を認識
する場合も同様である６）。 
地図学習の先行研究や先行実践でも、から

だと結びついた学習活動として、実際に地域
を歩くなどの直接体験が行われてきた。しか
し、地図を通した空間認識において、表現さ
れた情報を読み取って理解する対象となる
のは、生活の中で直接身を置くことが可能な
実感をもって捉えられる空間だけではなく、
からだを通した把握が難しい規模の空間も
含まれる。したがって、外界と自己を繋ぐ認
識の媒体として働かせることができるので
あれば、直接体験に限らず、疑似体験やから
だを使って空間を捉えた過去の体験、あるい
は空間に関して見聞きした間接経験の活用
まで含めて広く考えて、縮尺や等高線を学習



する授業を構想すべきである。 
スケール認識の形成に最も関係が強いの

が縮尺指導である。スケール認識を構成する
概念の一つである方法論的スケールは、その
決定にあたって垂直方向の空間軸上におい
てミクロからマクロまで視点を移動させな
がら空間認識を行うことが必要である。つま
り、スケール認識の形成を図るには、視点の
位置と移動の両方が重要な要素となる。 
認知科学研究により、人間の認知における

概念の理解は、視点を動かすことによって可
能となり、このことは理解する対象を問わな
いことが指摘されている７）。特に縮尺の理解
には、視点の位置と共にその移動による見え
の変化が重要な要素となる。 
スケール認識を形成する縮尺指導は、次の

ような学習活動により構成されると考えら
れる。すなわち、子どもに垂直方向の空間軸
上で視点を移動させるプロセスをたどらせ
る。その過程で何度か動きを止めて変形パタ
ーンとしてそれぞれの視点からの見えに対
応した縮尺の地図を示して比較させ、地図の
表現の違いや見えの変化にかかわらず見ら
れる共通性に着目させる。この学習活動によ
り、スケール認識の構成要素である地図学的
スケールと方法論的スケールの両方の概念
の形成を図りつつ、地図の約束事としての縮
尺の意味や必要性を、単に知識として教えこ
むのではなく、子ども自身が見いだして理解
することを実現できる。このように縮尺指導
では、からだを認識の媒体として働かせる手
立てとして、学習活動に視点移動を組み込む
必要がある。 
また、等高線はスケール認識の概念と関連

する地図の約束事であることから、縮尺指導
を通して形成したスケール認識をふまえた
指導が行われなければならない。等高線を理
解するための重要な要素となる、真上から水
平方向への視点の転換とそれによる地形の
把握では、地図に示された空間を三次元的に
捉え、仮想的な自己を派遣して「見る」こと
が行われる。したがって、その指導において
は、空間的視点取得に関する知見をふまえる
ことが有効であると考えられる。 
空間的視点取得においては主体の存在が

不可欠であることから、等高線指導において
もからだを認識の媒体として働かせること
ができる手立てを組み込むことが重要にな
る。具体的には、子どもが視点を転換する際
に、自分のからだと結び付けるための自己運
動情報を保障する手立てを講じながら、地図
上に等高線を用いて表現された場所を捉え
る学習活動が必要である。この学習活動によ
って、子どもは等高線で表現された地形を立
体的に捉えられると同時に、表現手段として
の等高線の意味や必要性も理解することが
可能になる。 
しかし、自己運動情報を保障しながら視点

を転換させて地形を捉える学習活動を、直接
体験することには様々な困難が伴う。そこで、

からだを認識の媒体として働かせる手立て
として、疑似体験や子どもたちの過去の経験
を積極的に活用することが、特に等高線指導
では有効である。 
以上の明らかになった理論をふまえ、第４

学年を対象とする地図学習の授業モデル「め
ざせ！地図マスター」を開発し、研究協力校
で研究代表者が授業を実施した。 
授業後に実施した評価問題の結果からは、

慣れない出題形式や問題文の難しさによる
解きにくさなどの影響を受けたものの、児童
はいわゆる「地図を読む技能」については、
おおむね習得することができていると判断
できた。そして、その背景には「約束事の意
味を理解する」という学習のステップがあっ
たことが影響していることが考えられる。ま
た、意味を理解するにあたってからだと結び
つけるために用いた疑似体験を行った学習
内容に関する問題に関しては正答率が高く
なっていることから、理解のための手立てと
して有効であったと言える。 
また、単元終了後に、児童に対して学習を

振り返るアンケートを実施した。学習内容に
ついては、縮尺・等高線いずれについても、
理解できたと感じている児童が各クラスと
もおおむね８割を超えた一方で、あまり分か
らなかったと回答した児童が多いクラスと
評価問題の正答率との傾向性は見出すこと
ができなかった。このことから、本単元の学
習内容は、第４学年での地図学習として児童
が困難さを感じることなく学べたことが明
らかになった。また、学習前よりも地図が好
きになったと回答した児童が各クラスとも
最も多くなっており、学習内容に難しさを感
じた児童であっても、地図を敬遠する心情に
はつながらなかったことも明らかになった。 
本研究で開発した「めざせ！地図マスター」
は、「わかる」ことを重視し、認識形成の視
点から地図学習の改善を図ることを目的と
して開発したものである。このアンケートの
結果は、子どもたちにとって「わかる」地図
学習は、「地図が好きになる」学習になるこ
とを示している。 
 
②水平方向の空間軸形成を意図した授業改
善の方途 

 客観的・抽象的な枠組みで空間を認識する
ことは、空間認識の発達段階に関する先行研
究において最後の段階に位置付けられてい
る８）。このことは、自己を離れた絶対的参照
枠として方位を使いこなすことは容易では
ないことを示している。しかし、先行研究よ
り空間を捉える参照枠は、もともともってい
た自己中心的な参照枠に絶対的な参照枠が
加算され、状況に応じて柔軟に使い分けがで
きるようになることであることが明らかに
なっている９）。したがって、子どもが方位を
絶対的参照枠として理解し、空間を認識する
ための枠組みとして使いこなせるようにな
るためには、すでに身に付け用いている枠組



みを生かしながら、環境を基準とした枠組み
としての構築へと導いていくことを意識し
た指導が求められよう。 
 絶対的参照枠として方位を用いることが
できるようになるには、空間を俯瞰して捉え
る視点が必要である。そこで、空間の中に存
在している自己を意識させ、実際に見えてい
るランドマークなどを手掛かりとしながら、
それらを見ている実際の視点を、空間を俯瞰
する視点へと転換し、自分自身や具体的な事
物の位置と結びつけながら方位を捉えさせ
ていくことが大切にされるべきである。した
がって、特に方位指導の最初の段階において
は、高い所から景観を眺めてなじみのある事
物や場所と結びつけながら方位を捉える活
動や、実際に地域を歩いた経験をもとに、そ
こで見られた事物の位置を方位と関連付け
ながらサーヴェイマップ的な絵地図として
実際に表現する活動など、からだと結びつき
の強い学習活動を行うことが重要となる。 
なお、水平方向の空間軸形成を意図した地

図学習については、授業改善の視点を示すに
とどまり、授業モデルを示すことができなか
った。この点は本研究に残された今後の課題
であり、次期学習指導要領のもとでの社会科
地図学習は、生活科との連携が重要になると
考えられることから、生活科における空間認
識形成をふまえたうえで、方位指導の授業開
発に取り組みたい。 
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